
●
観
光
客
、観
光
関
連
産
業 

従
事
者
と
の
関
係
が 

密
接
な
鳥
羽
市

　

鳥
羽
市
民
が
観
光
客
と
接
す
る
機
会

（
10
）
に
つ
い
て
は
五
割
弱
が
業
務
や
日
常

生
活
に
お
い
て
接
点
が
あ
る
と
答
え
て
い
る

が
、
印
象
が
良
い
と
感
じ
て
い
る
層
（
11
）

は
四
割
強
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
に
対
し

て
お
も
て
な
し
を
心
が
け
て
い
る
層
（
12
）

は
約
六
割
で
あ
り
、
観
光
客
と
何
ら
か
の
接

点
を
望
ん
で
い
る
層
（
14
）
は
七
割
で
あ
る
。

外
国
人
観
光
客
の
来
訪
（
13
）
に
つ
い
て
は

約
六
割
が
好
意
的
で
あ
る
。

　

観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
接
す
る
機
会

（
15
）に
つ
い
て
は
、六
割
弱
が
業
務
や
日
常

生
活
に
お
い
て
何
ら
か
の
接
点
が
あ
る
と
答

え
て
い
る
。
一
方
で
、
観
光
関
連
産
業
の
印

象
が
良
い
と
感
じ
て
い
る
層
（
16
）
は
三
割

に
満
た
な
い
。
印
象
が
良
く
な
い
理
由
と
し

て
は
、物
の
値
段
が
高
い
、各
主
体
の
連
携
の

意
識
が
高
く
な
い
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

市
内
観
光
資
源
・
地
域
資
源
の
訪
問
、
体

験
、
購
入
の
有
無
（
以
下
、
経
験
度
）（
17
）

の
平
均
は
五
割
強
で
あ
り
、
経
験
し
た
資
源

の
紹
介
意
向
（
18
）
の
平
均
は
八
割
を
超
え

る
。
鳥
羽
市
が
魅
力
的
な
観
光
地
だ
と
感

じ
て
い
る
層
（
19
）
は
四
割
強
で
あ
り
、
観

光
に
よ
る
プ
ラ
ス
の
効
果
を
感
じ
て
い
る
項

　

わ
が
国
の
観
光
地
で
は
、
地
域
の

暮
ら
し
や
生
活
文
化
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
に
よ
り
、
観
光
客
と
住
民

の
関
係
は
ま
す
ま
す
近
い
も
の
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
、
観
光
に
対
す
る
住

民
の
意
識
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

住
民
と
観
光
客
、
観
光
事
業
者
、
行

政
（
地
域
）
の
四
つ
の
主
体
の
関
係

性
を
把
握
し
、
住
民
に
と
っ
て
も
プ

ラ
ス
に
な
る
観
光
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
三

カ
年
研
究
の
二
年
目
に
当
た
る
昨
年

度
は
、
三
重
県
鳥
羽
市
、
北
海
道
登

別
市
の
住
民
を
対
象
（
表
１
）
と
し

て
「
観
光
・
交
流
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」（
表
２
）
を
実
施
し
た
。

こ
こ
で
は
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
す
る
（
図
１
）。

観
光
に
対
す
る

住
民
意
識
に
関
す
る
研
究

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
研
究
調
査
部
研
究
員

福
永  

香
織
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表1　鳥羽市と登別市の概要
三重県鳥羽市 北海道登別市

人口
（平成23年住
民基本台帳）

21,635人 51,763人

産業別
就業者数
（平成17年
国勢調査）

第一次産業：1,790人（14.9％）
第二次産業：2,123人（17.7％）
第三次産業：7,868人（65.7％）

第一次産業：254人（1.1％）
第二次産業：5,862人（25.5％）
第三次産業：16,902人（73.4％）

入込客数
（平成22年）

4,540,049人
うち宿泊客1,975,363人（43.5％）
宿泊客うち外国人客10,368人（0.5％）

3,042,258人
うち宿泊客1,155,942人（38.0％）
宿泊客うち外国人客215,859人（18.7％）

宿泊施設
（平成23年） 194軒（収容人数18,191人） 23軒（収容人数8,594人）

主な
観光資源

伊勢志摩国立公園、鳥羽水族館、ミキモ
ト真珠島、海の博物館、鳥羽展望台 等

登別温泉、地獄谷、登別マリンパークニク
ス 等

主な
住民の活躍

地球塾、とばみなとまちづくり市民協議
会、鳥羽ガイドボランティアの会 等

登別市市民自治推進委員会、登別市観光
ボランティアガイド会 等

表2　鳥羽市と登別市における調査概要
三重県鳥羽市 北海道登別市

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調査対象 満20歳以上の市民2,300人 満20歳以上の市民2,400人
調査方法 鳥羽市より郵送配布、郵送回収 登別市より郵送配布、郵送回収
調査期間 平成24年1月24日～2月13日 平成24年2月6～20日
回収状況 652票（回収率28.3％） 821票（回収率34.2％）

調査項目
住民の基本属性、居住地区の住みやすさ、仕事の満足度、観光客に対する
意識、観光関連産業従事者に対する意識、地域の観光振興に対する意識 等
約40問

ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査

調査対象 宿泊施設、観光関連団体、行政、漁協等 宿泊施設、観光施設、漁協青年部、
観光関連団体、行政等

調査期間 平成23年10月13日、平成24年3月22日 平成24年2月27～29日
文献調査 鳥羽市史、各種計画等 登別市史、各種計画等



観光客と接する機会（10）＊
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目
は
「
地
域
の
賑
わ
い
が
向
上
す
る
」、「
文

化
資
源
や
自
然
資
源
が
保
存
・
継
承
さ
れ

る
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
、
市
民
が

活
躍
す
る
場
が
増
加
す
る
」
の
順
に
多
く
、

逆
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
感
じ
て
い
る
項
目

は
「
バ
ス
や
自
家
用
車
の
混
雑
等
に
よ
り
交

通
が
不
便
に
な
る
」、「
騒
音
や
雰
囲
気
の
破

壊
等
に
よ
り
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
」
の

順
に
多
い
。
居
住
地
区
が
住
み
や
す
い（
３
）

と
感
じ
て
い
る
の
は
六
割
を
超
え
、
継
続
し

て
住
み
た
い
（
４
）
と
感
じ
て
い
る
の
も
七

割
弱
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
に
と
っ
て
の
観
光
振
興
の
重
要
性

（
23
）
は
八
割
強
が
感
じ
て
い
る
も
の
の
、

居
住
地
区
に
と
っ
て
の
重
要
性
を
感
じ
て
い

る
層
（
24
）
は
四
割
に
も
満
た
な
い
。
さ
ら

に
市
の
観
光
施
策
の
認
知
度
（
26
）
に
つ
い

て
は
二
割
強
、
市
民
が
活
躍
す
る
場
や
仕
組

み
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
層
（
27
）
に
つ
い

て
は
三
割
と
、
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
鳥
羽
市
民
の
九
割
は
、
今
後
の

観
光
振
興
に
対
し
て
何
ら
か
の
期
待
（
25
）

を
し
て
お
り
、
特
に
必
要
な
施
策
と
し
て
、

「
食
の
魅
力
づ
く
り
」
や
「
特
産
品
・
土
産

品
の
開
発
」「
景
観
の
保
全
」
等
が
多
く
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

鳥
羽
市
エ
リ
ア
ご
と
の
意
識

　

鳥
羽
市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
四
つ
の

エ
リ
ア
に
分
け
て
ク
ロ
ス
集
計
（
図
２
）
を
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図1　観光・交流に対する住民意識アンケート結果
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域
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光
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光
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評
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図3　エリア別クロス集計結果（登別市）
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市
内
観
光
資
源
・
地
域
資
源
の
経
験
度

（
17
）
の
平
均
は
四
割
強
で
あ
り
、
紹
介
意

向
（
18
）
は
八
割
を
超
え
る
。
観
光
地
と

し
て
の
登
別
市
を
評
価
（
19
）
し
て
い
る
の

は
六
割
強
で
あ
り
、
特
に
登
別
温
泉
を
評

価
し
て
い
る
。
観
光
地
化
に
よ
る
プ
ラ
ス
の

評
価
と
し
て
は
、「
地
域
の
賑
わ
い
が
向
上

す
る
」、「
文
化
資
源
や
自
然
資
源
が
保
存
・

継
承
さ
れ
る
」、「
市
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ

れ
る
」
の
順
に
多
く
、
逆
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
感
じ
て
い
る
項
目
は
「
バ
ス
や
自
家
用

車
の
混
雑
等
に
よ
り
交
通
が
不
便
に
な
る
」、

「
騒
音
や
雰
囲
気
の
破
壊
等
に
よ
り
生
活
環

境
が
悪
化
す
る
」
の
順
に
多
い
。
居
住
地
区

が
住
み
や
す
い
と
感
じ
て
い
る
層
（
３
）
は

七
割
強
で
あ
り
、
継
続
し
て
居
住
し
た
い
と

い
う
層
（
４
）
も
七
割
を
超
え
て
い
る
。

　

登
別
市
に
と
っ
て
の
観
光
振
興
の
重
要
性

を
感
じ
て
い
る
層
（
23
）
は
八
割
強
で
、
観

光
振
興
に
何
ら
か
の
期
待
を
し
て
い
る
層

（
25
）
は
九
割
強
で
あ
る
。一
方
で
、
居
住
地

区
に
と
っ
て
の
観
光
振
興
の
重
要
性
（
24
）

と
な
る
と
二
割
強
ま
で
下
が
る
。
市
の
観
光

施
策
の
認
知
度
（
26
）
に
つ
い
て
は
二
割
弱
、

市
民
が
活
躍
す
る
場
や
仕
組
み
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
層
（
27
）
に
つ
い
て
は
三
割
強

と
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
必
要
な

観
光
施
策
と
し
て
は
「
食
の
魅
力
づ
く
り
」、

「
特
産
品
や
土
産
品
の
開
発
」、「
観
光
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
」等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

登
別
市
エ
リ
ア
ご
と
の
意
識

　

登
別
市
を
四
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
ク
ロ

ス
集
計
（
図
３
）
を
行
っ
た
結
果
を
見
る
と
、

十
七
項
目
の
設
問
中
八
項
目（
＊
）に
お
い

て
、
登
別
温
泉
を
有
す
る
温
泉
エ
リ
ア
の
数

値
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
温
泉
エ
リ
ア

は
居
住
者
も
少
な
く
、
サ
ン
プ
ル
数
も
少
な

い
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
観
光
客
や

観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
の
接
点
は
温
泉

エ
リ
ア
が
圧
倒
的
に
多
く
、
特
に
市
の
観
光

施
策
の
認
知
度
や
、市
・
居
住
地
区
に
と
っ
て

の
観
光
振
興
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
他
の
エ

リ
ア
と
比
較
し
て
数
値
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

●
鳥
羽
市
と
登
別
市
の 

四
つ
の
主
体
間
の
関
係
性

鳥
羽
市
の
特
徴

　

宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
が
居
住
エ
リ
ア

と
混
在
し
て
い
る
地
区
も
多
い
た
め
、
観
光

客
と
住
民
が
接
す
る
機
会
が
多
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
（
図
４
）。
訪
れ
る
観
光
客
に

対
す
る
歓
迎
度
や
接
点
希
望
も
高
く
、
住

民
と
観
光
客
と
の
距
離
感
は
近
い
と
言
え

る
。
ま
た
、
観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
の
接

点
も
多
い
が
、
こ
れ
は
、
住
民
に
占
め
る
観

光
関
連
産
業
従
事
者
の
割
合
が
高
く
、
親

戚
や
知
人
等
が
観
光
関
連
産
業
に
従
事
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
羽
市
の
観
光
関
連

産
業
の
印
象
や
観
光
地
と
し
て
の
評
価
は

高
く
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
具
体
的
な
も
の

が
多
く
、
市
の
観
光
の
実
態
を
冷
静
に
捉
え

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　
一
方
、
全
体
的
に
鳥
羽
市
の
観
光
行
政
に

対
し
て
高
い
理
解
と
期
待
を
示
し
て
い
る
も

の
の
、
観
光
施
策
の
認
知
度
や
観
光
資
源
・

地
域
資
源
の
経
験
度
は
高
く
な
い
。
鳥
羽

市
の
場
合
、
住
民
と
行
政
（
地
域
）
と
の
関

係
性
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
と

行
っ
た
結
果
を
見
る
と
、
十
七
項
目
の
設
問

中
九
項
目（
＊
）に
お
い
て
南
鳥
羽
エ
リ
ア
の

数
値
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
同
エ
リ
ア

は
鳥
羽
市
南
部
の
海
沿
い
に
位
置
す
る
エ
リ

ア
で
あ
り
、
民
宿
や
旅
館
等
の
宿
泊
施
設

が
居
住
空
間
と
一
体
的
に
立
地
し
て
い
る
。

住
民
が
観
光
客
や
観
光
関
連
産
業
従
事
者

と
接
す
る
機
会
は
他
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
も

圧
倒
的
に
多
く
、
観
光
客
の
歓
迎
度
や
、
地

区
に
と
っ
て
の
観
光
振
興
の
重
要
度
に
対
す

る
意
識
も
高
い
。

●
観
光
集
積
空
間
と 

居
住
空
間
が 

分
離
し
て
い
る
登
別
市

　

登
別
市
民
が
観
光
客
と
接
す
る
機
会

（
10
）
に
つ
い
て
は
、
二
割
強
が
業
務
や
日

常
生
活
に
お
い
て
接
点
が
あ
り
、
印
象
が
良

い
と
感
じ
て
い
る
層
（
11
）
は
三
割
強
と
な

っ
て
い
る
。
観
光
客
に
対
し
て
お
も
て
な
し

を
心
が
け
て
い
る
層
（
12
）
は
約
四
割
と
な

っ
て
い
る
が
、
外
国
人
観
光
客
の
歓
迎
度

（
13
）
に
つ
い
て
は
七
割
を
超
え
る
。
観
光

客
と
何
ら
か
の
接
点
を
望
ん
で
い
る
層

（
14
）
は
六
割
で
あ
る
。

　

観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
の
接
点
（
15
）

に
つ
い
て
は
三
割
弱
と
少
な
く
、
観
光
関
連

産
業
に
良
い
印
象
を
抱
い
て
い
る
層
（
16
）

も
三
割
強
と
な
っ
て
い
る
。
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で
も
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
各
主
体
間
の
関
係
性

や
意
識
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
た
。
分
析

に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の

数
値
の
背
景
に
あ
る
地
域
特
性
を
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
や
統
計
デ
ー
タ
等
で
把
握
す
る
こ

と
も
重
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
調
査
は
、
数
値
の
高
さ
を
単

純
に
比
較
し
て
議
論
す
る
も
の
で
は
な
く
、

地
域
の
観
光
に
関
わ
る
主
体
の
関
係
性
を

客
観
的
に
捉
え
、
地
域
特
性
に
合
っ
た
観
光

施
策
を
検
討
し
て
い
く
た
め
に
行
う
も
の
で

あ
る
。
特
に
昨
今
、
観
光
に
お
け
る
住
民
の

役
割
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
ガ
イ
ド
の

よ
う
に
観
光
客
と
直
接
接
す
る
方
法
も
あ

れ
ば
、
農
地
を
耕
作
し
た
り
、
生
活
空
間

を
き
れ
い
に
保
つ
な
ど
、
間
接
的
に
寄
与
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
住
民
参
画
あ
り
き
で
一

様
に
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
特
性
を
踏

ま
え
た
住
民
参
画
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
観
光

地
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
観
光

客
の
満
足
度
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
満
足
度

や
意
向
を
定
期
的
に
捉
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
。

　

今
後
は
、
設
問
項
目
ご
と
の
相
関
や
市
の

観
光
施
策
と
住
民
意
識
と
の
関
連
性
等
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ふ
く
な
が　

か
お
り
）

34

接
点
に
つ
い
て
も
、
空
間
的
な
要
因
や
観
光

関
連
産
業
従
事
者
の
割
合
の
少
な
さ
等
か

ら
、
接
す
る
機
会
が
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。観
光
地
と
し
て
の
評
価
が
高
い
こ
と
は
、

日
本
を
代
表
す
る
登
別
温
泉
を
有
し
て
い

る
と
い
う
認
識
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
一
方
で
、
登
別
温
泉
は
行
き
づ
ら

い
と
い
う
意
見
も
多
く
、
市
民
に
と
っ
て
心

理
的
距
離
の
あ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
温
泉
以
外
の
地
域
資
源

の
経
験
度
や
、
市
の
観
光
施
策
の
認
知
度
が

低
い
こ
と
は
、
鳥
羽
市
と
同
様
に
課
題
で
あ

る
と
言
え
る
。

●
住
民
意
識
調
査
の
意
味
と 

今
後
の
展
開

　

本
研
究
で
は
、
鳥
羽
市
と
登
別
市
を
対

象
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
が
、
空
間
構
成
の

異
な
る
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
じ
市
内

言
え
る
。

登
別
市
の
特
徴

　

宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
が
居
住
エ
リ
ア

と
混
在
し
て
い
な
い
た
め
、
住
民
と
観
光
客

と
の
接
点
が
ほ
と
ん
ど
な
い
（
図
５
）。
具

体
的
に
観
光
客
と
交
流
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
づ
ら
い
た
め
か
、
観
光
客
に
対
す
る
歓

迎
度
や
接
点
希
望
も
低
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
観
光
関
連
産
業
従
事
者
と
の

【住民の特徴】
・鳥羽市出身者の割合が高い
・観光関連産業従事者、観光産業従事経験者が多い
・地域コミュニティが強固で地域活動への参加頻度も高い
・住みやすさや居住継続意向は低め

【観光客の特徴】
・入込観光客のうち４割強が宿泊客
・宿泊客のうち0.5％が外国人観光客
・愛知、大阪、三重からの来訪が特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・宿泊施設は市内各エリアに散在している
・観光関連産業従事者の仕事の満足度が
　低い

住民

観光客
観光

関連産業
従事者

居住空間と
観光集積空間が

混在

親戚や知人に
観光関連産業
従事者が多い

観光客との接点が多く
印象も比較的良い

観光関連産業の
評価が低い

観光に対する期待は高い

行政
（地域）

地域資源の経験度や
観光施策の認知度が低い

観光地としての
評価は低い

図4　鳥羽市における住民と観光客、観光関連産業従事者、地域との関係性

図5　登別市における住民と観光客、観光関連産業従事者、地域との関係性
【住民の特徴】
・移住者が多い
・観光関連産業従事者、観光関連産業従事経験者が少ない
・住みやすさに関しては比較的満足度が高いが、仕事の満足度はあまり高くない

【観光客の特徴】
・入込観光客のうち4割弱が宿泊客
・宿泊客のうち18.7％が外国人観光客
・北海道、関東からの来訪が特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・仕事の満足度は非観光関連産業従事者
　とあまり違いはない
・宿泊施設は温泉エリアに集中している

住民

観光客
観光

関連産業
従事者

居住空間と
観光集積空間は

分離

観光関連産業
従事者が少なく
接点も少ない

観光客との接点は少なく
印象はあまり良くない

観光関連産業の
評価は低い

観光地としての評価は高いが
心理的距離感のある温泉エリア

行政（地域）

温泉エリア

地域資源の経験度や
観光施策の認知度が低い

観光に対する期待は高い


